
　「
地
震
の
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
？
」

　「
ま
ず
は
、
災
害
の
兆
候
の
早
期
発

見
、
発
生
直
後
の
状
況
把
握
は
不
可
欠

で
す
よ
ね
」

　「
そ
の
た
め
に
は
、
地
震
・
気
象
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
、
分
析
す
る
情
報
基

盤
を
作
ら
な
け
れ
ば
」

　
イ
ン
ド
中
南
部
、
イ
ン
ド
工
科
大
学

ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
）
の

実
験
室
。
イ
ン
ド
と
日
本
の
研
究
者
た

ち
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
彼

ら
は
、
慶
應
義
塾
大
学
、
東
京
大
学
、

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
教
授
陣
。
地
球
規
模
課
題

対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
事
業
（
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）※
1
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
「
自
然
災
害
の
減
災
と
復
旧
の

た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関

す
る
研
究
」
の
研
究
チ
ー
ム
だ
。
慶
應

義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
の
村
井
純
教

イ
ン
ド
の
将
来
を
担
う

人
材
を
育
て
る

ン
ド
工
科
大
学
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
の
卒
業
生

だ
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｔ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
後

間
も
な
い
、
１
９
５
１
年
に
創
設
さ
れ

た
国
立
高
等
教
育
機
関
。
西
ベ
ン
ガ
ル

州
の
「
カ
ラ
グ
プ
ル
校
」
を
皮
切
り
に

７
カ
所
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
、
国

内
の
理
工
系
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
て

き
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
国
の
さ
ら

な
る
成
長
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
８
校
の
新
設
を
決
定
。
そ
の
一
つ
、

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
を
支
援
す
べ
く
、
東
京
大
学

の
松
本
洋
一
郎
理
事
・
副
学
長
を
委
員

長
に
、
組
織
の
垣
根
を
超
え
て
、
日
本

の
９
大
学
※
2
、
民
間
企
業
、
関
連
省

庁
、
J
I
C
A
が
「
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
支
援
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
設
だ
。
図
書
館
、
国
際
会

議
場
、
学
生
会
館
な
ど
大
学
の
中
心
と

な
る
施
設
の
建
設
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
円
借

款
で
協
力
。
さ
ら
に
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
の
藤
野
陽
三
教
授
、
建

築
家
の
大
野
秀
敏
教
授
が
中
心
と
な
っ

て
デ
ザ
イ
ン
を
支
援
し
て
い
る
。「
消
費

電
力
の
節
約
の
た
め
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
り
、
実
験
器
具
や
設
備

の
入
れ
替
え
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
、

実
験
室
の
壁
を
取
り
外
し
形
式
に
し
た

り
な
ど
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」
と
藤
野

教
授
。
何
十
年
も
先
を
見
据
え
て
進
め

ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
計
画
。

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
理
工
系
人
材
の
育
成
に
向

け
た
熱
い
思
い
を
形
に
す
べ
く
、
東
大

の
研
究
チ
ー
ム
は
奮
闘
し
て
い
る
。

特集
躍動の国インド

　
国
境
を
超
え
て
、
学
生
や
研
究
者
の

行
き
来
が
盛
ん
な
今
日
。
日
本
の
大
学

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
の
留
学
生

を
目
に
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
し

か
し
、
８
万
人
の
中
国
人
留
学
生
、
２

万
人
の
韓
国
人
留
学
生
に
対
し
て
、
イ

ン
ド
か
ら
の
留
学
生
は
わ
ず
か
５
０
０

人
。
イ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
本

は
主
要
な
留
学
先
と
し
て
あ
ま
り
視
野

に
入
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
今
年
１
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
開

始
し
た
の
が
、「
イ
ン
ド
工
科
大
学
ハ

イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
日
印
産
学
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
通
称
：
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」。日
本
の
研
究
者
の
派
遣
、

イ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
、

産
学
連
携
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
両

国
間
の
教
育
、
研
究
交
流
を
促
進
し
、

日
本
と
イ
ン
ド
が
、
理
工
系
の
分
野
に

お
い
て
共
に
〝
成
長
〞
し
て
い
く
こ
と

が
目
的
だ
。

　「
日
本
に
初
め
て
来
た
時
、
こ
の
国

で
学
ん
で
み
た
い
、
働
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
」。
早
稲
田
大
学
西
早
稲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
実
験
機
器
が
ひ

し
め
く
研
究
棟
の
一
室
。Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ

授
を
中
心
に
、
２
０
０
９
年

か
ら
、
日
本
と
イ
ン
ド
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
防
災
分
野
の
共

同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
と
い
え
ば
、Ｉ
Ｔ
産
業
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、理
工
系
の
〝
技
術
〞

を
要
す
る
産
業
が
盛
ん
だ
。
そ
の
成
長

を
支
え
て
い
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も

優
秀
な
〝
人
材
〞。
多
く
が
、
イ
ン
ド

国
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
世
界
で
も
有

数
の
理
工
系
大
学
と
言
わ
れ
て
い
る
イ

両
国
の
大
学
間
で

技
術
の
共
有
を
図
る

Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
に

よ
る
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
か
ら
の
留
学
生
ラ
ジ

ャ
・
ゴ
ピ
ナ
ス
さ
ん
が
、
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い

た
。「
留
学
す
る
な
ら
日
本
以
外
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
彼
は
、
こ

れ
か
ら
２
年
間
、
早
稲
田
大
学
大
学
院

で
機
械
工
学
を
学
ぶ
。

　
今
年
９
月
に
は
、
両
国
の
大
学
関
係

者
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
で
開

か
れ
た
。
日
本
の
大
学
か
ら
参
加
し
た

教
授
陣
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
紹
介
。
そ
の
一
人
、
九
州
大
学

の
ハ
ザ
リ
カ
・
へ
マ
ン
タ
教
授
は
Ｉ
Ｉ

Ｔ
マ
ド
ラ
ス
校
の
卒
業
生
。
イ
ン
ド
人

の
研
究
者
の
視
点
か
ら
見
た
〝
日
本
の

大
学
の
魅
力
〞
は
、Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
教
授

や
学
生
に
と
っ
て
も
興
味
深
か
っ
た
よ

う
だ
。

　「
能
力
の
高
い
イ
ン
ド
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
大
学
の

国
際
化
や
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
イ

ン
ド
側
も
、
日
本
と
の
共
同
研
究
を
通

じ
て
日
本
の
高
い
技
術
を
実
証
す
る
こ

と
に
と
て
も
意
欲
的
で
す
」。
慶
應
義

塾
大
学
と
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
共
同
研
究
に
初

期
か
ら
参
加
し
、
現
在
は
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の

訪
問
助
教
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
片
岡

広
太
郎
さ
ん
は
話
す
。

　
大
学
と
い
う
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で

つ
な
が
っ
た
イ
ン
ド
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
で
生
ま
れ
る
未
来
を
担

う〝
人
〞と〝
技
術
〞が
、イ
ン
ド
の
発
展
、

さ
ら
に
は
日
本
の
活
力
と
な
る
に
違
い

な
い
。

理工系の大学の中で、世界トップクラスを誇るインド工科大学。
インド各地にキャンパスを持つこの大学が、
中南部の都市ハイデラバードに新たな拠点を構えた。
その名は「インド工科大学ハイデラバード校（ＩＩＴＨ）」。
ＪＩＣＡは日本国内の大学と連携しながら、
ＩＩＴＨとのネットワークづくりを進めている。

今年9月から早稲田大学大
学院に留学中のラジャ・ゴピ
ナスさん。「日本には世界有
数の車の製造メーカーがたく
さんある。インターンシップなど
にも挑戦したい」と意欲的だ

現在は仮校舎で授業が行われているIITH。気象セン
サーからデータを取得するサーバーの構築について議
論するインド人学生と片岡訪問教授（左から2番目）

※1 独立行政法人科学技術振興機構（JST）とJICAが連
携し、日本の科学技術を活用して地球規模課題解決のた
めに開発途上国の関係機関と共同研究を行うプログラム。
※2 東北大学、東京大学、慶應義塾大学、早稲田大学、
名古屋大学、京都大学、大阪大学、立命館大学、九州大学。

大学の知がつなぐ
ネットワーク

キャンパスのデザインについて議論する東京大学とIITHのメンバー

東京大学の大野教授直筆のIITHのキャンパスのスケッチ。ここから模型を作り、実際のイメージへと近付けていく

9月に現地で行われたセミナーでは、IITHと日本の大学が今後のネットワーク強化に向け
て、活発に意見交換を行った
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